












































　私が担当する「調理学」は、約 180 頁の教科書１冊を 15 回の講義で終えなくてはならない。
毎回ノルマを課せられているようなもので、雑談する余裕は皆無。「双方向」どころか完全に
教員→学生の「一方向」授業となっているのが現状だ。
　そしてこの一方向授業から生じる問題がある。学生が受け身になってしまうことだ。教員の
話を聞き、教科書を暗記。実験に至っては“教科書通りの結果が導き出せるであろう”試料・
試液・器具・方法を教員・助手が準備し、学生はただ指示通りの作業を行うだけだ。本来実験
は、「○○がどのような影響を及ぼすのか知りたい」などという意思から始まり、自ら考え、
進めていくものであるが、授業の場合は肝心の「何が知りたいのか」を学生が認識しないまま
に、受動的に行われてしまう。そして形式的なレポートを書き、終了。全てお膳立てされた実
験に、何の意味があるのだろう？
問題ⅱ 食経験の違い
　授業をしていて驚くのは、私の“普通”と学生の“普通”に大きな差があることだ。「プリ
ンはずっと冷やして固めるものだと思っていました」「お赤飯の色が、小豆の色だとは知りま
せんでした」「上新粉で作った団子の食感が、白玉と全然違っていて驚きました」。これらは調
理学実習や実験のレポートに書かれていた感想である。どれもこれも私にとっては“普通”
知っているだろうと思っていたことだ。核家族化・共働きの増加・食品加工技術の進化などに
より、市販の惣菜や加工食品を食べる家庭が増えているからだろうか。スーパーやコンビニの
商品には当然のように添加物が入り、“本来の”味・食感・色とかけ離れているものも多い。
ゲル化剤で固められたプリン、着色料で色づけされた赤飯、硬くならない団子を“普通”とす
る人は増え、今後学生との“普通”の差はどんどん広がっていくのだろう。
　入学前の食経験について私たちは何も言えない。しかし管理栄養士養成施設である以上、社
会に出て困らないほどの知識と経験を積ませて学生を送り出す義務がある。足りない経験は、
授業で補うしかないのだろう。
今後の抱負ⅰ 教育
　２年間の授業経験を踏まえ、今後の教育に対する抱負を挙げると次の４点だ。
①　授業内容を工夫し、時間的余裕を作る（一方的に詰め込まない）
②　積極的に調べ、考え、疑問を持つ学生の増加（受動から能動へ）
③　学生間、学生・教員間で積極的に議論を行い、お互い刺激し合える関係の構築（一方向
（16）
から双方向へ）
④　学生に、より多くの食経験を（“本来の”味・食感・色を知る）
　今年度から講義と実験を担当することになり、①と④に関しては多少進展している。問題は
②と③なのだが、数日前、嬉しいことが起きた。実験の感想にこう書かれていたのである。「実
験の待ち時間に、どうしてこの結果になったのか班の皆と話しました。講義で習ったことを思
い出しながら、いろいろな可能性を考えるのが楽しかったです。」
　自主的に議論し、考え、それを“楽しい”と思える学生がいたことに安心したのと同時に、
この流れが止まらないように、広がっていくようにと願っている。能動的な学びの発端は、興
味を持つことだ。１人でも多くの学生が興味を持つような授業を目指し、動き出したらそっと
見守るような教員でいたいと思う。
今後の抱負ⅱ 研究
　歩行（運動）に関する研究を再開する予定である。さまざまな分野に興味を持つ学生が増え
ていけば、10 年前の私のように「運動面の指導もできる栄養士になりたい」という学生も現
れるだろう。調理学と運動生理学、この２つは直接的には関係のない分野だ。しかし両方と
も、栄養指導の場で知識を活かせる分野である。多方面からアプローチできる管理栄養士を送
り出すことも、社会貢献の１つと言えるのではないか。
